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はじめに 1)
第二言語学習において、その習得速度は各人
の資質や学習状況で奥なるものの、まず目標と
されることは第二言語能力の向上である。ゆえ
に、これまでさまざまな角度から言語分析が行
われ、教授法や教材が開発されてきた。例えば、
1960年代後半から 70年代初めにかけてCorder
の考えに1毒づいて発展した誤用分析研究では、
学習者が犯した誤りを収集、織別、 分類し、そ
こから学習者の誤用の原因や指導法が考えられ
た(迫田 2002)。
第二言語学習において、誤用や非用といった
エラーは必ず生じるものであり、そういったエ
ラー の原因として、母符の干渉、教授法や教材
の問題、また情報処理的な問題といったものが
1)第二宮路習得研究において、『第二言語jと「外国
跨Jが区別される樋告があるが、本指では適宜文脈に
応じて用い、特に意味の区別は行わない固また誤用や
非用など、学習者が犯すI!lりについては、本構ではす
べて「エラ Jーと呼ぶ固
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挙げられてきた。しかし、 これらの研究では、
「正確性」にilきをfl1きすぎるものや、 「形式」
の習得にこだわったものが多くみられ、総部
( 2001lが指摘するように、1¥'1:li':領域の側面に
|捕しては、あまり開発されてこなかった。
一般に、 第二言箆教育では、エラーは 「なく
すべきものJとして訂正される。しかし、言務
運用能力とは、正しい文法や発音を用い、言語
的に正しい文を作り出すことだけを指すのでは
ない。「コミュニケーション」というものの目的
を考えた場合、第二宮Eを状況や相手に応じて
適切に使える能力が必要であり、そこには情意
的な袈因が深〈閥わっている。そのため、学習
者の性絡や学習環境、また不安や緊張といった
tIi意的な要因についても、徐々に注目されるよ
うになってきた。例えば、元田 (2005)は、 「第
二言踏の学習や使用、習得に特定的にかかわる
不安や心配と、それによって引き起こされる緊
張や焦りJを 「第二言穏不安Jと定義した。こ
ういった 「不安Jの度合いは本人の性質による
ところが多く 、教授法ゃ教材の問題、また母語







